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癌
23.9%

心疾患 14.1%

老衰 12.9%脳血管疾患 6.4%
肺炎 5.0%

誤嚥性肺炎 4.0%
不慮の事故 2.8%
新型コロナ 2.2%
腎不全 1.8%

アルツハイマー病 1.6%

その他 25.3%

がんは２人に１人がなる時代
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出典：国立がん研究センターがん情報サービス「院内がん登録生存率集計」

ステージ別５年生存率（2014-2015 年登録）

部位別の全国がん死亡者数（男女 2023 年）
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検診の“盲点”になりやすい 膵がん 一般的ながん検診のメニューには「膵臓」の項目は入って
いません。早期発見が難しいとされる部位だからこそ、
定期的なリスク評価が重要です。

がんリスク、
考えたことはありませんか？
今の選択があなたの未来を変える

がんは進行すると成長が速くなるため、早期発見が極めて重要です。
そのため、生活習慣の改善や検診の活用を通じて、がん化するリスクがある段階から適切に
管理することが大切です。

がんは早期発見が大切

がんは待ってくれない がんの進行スピード例

検査で発見可能発見が難しい （ 5 ～ 20年 ）

早期ステージは僅か半年～２年程度 この時点で
はじめての
検査では
遅い

正常 遺伝子異常 増殖開始 前がん病変 発がん 早期がん 進行がん

画像診断可能
スクリーニング検査自己免疫

とは

だ液を採取、ポストへ投函。
　種のがんリスクを評価。6 膵がんも早期ステージから

肺 大腸 膵臓 胃 乳房 口腔
※ 女性のみ

サリバチェッカー

24,200 円
（
税
込
）
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サリバチェッカーはAI（学習モデル）を用い、測定だ液中の代謝物の特徴を解析

がんに罹患

がんではない方の
イメージ

がんの方の
イメージ

検査結果

低リスク 高リスク
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これまでの研究から、がんに罹ることで、ポリアミンをはじめとしただ液中
に含まれる代謝物の特徴が変化することが分かっています。
サリバチェッカーではAI（学習モデル）を用い、測定だ液中の代謝物の
特徴が、がんの方とがんではない方のどちらに近いかを解析することで、
がんのリスクを評価します。

Qどうしてだ液からがんのリスクがわかるのか
A がんにかかると、だ液中の代謝物が変化するから

研究に裏打ちされた、確かな信頼を
慶應義塾大学 先端生命科学研究所の、代謝物を専門的に研究するメタボローム（代謝物）研究
と臨床データに基づき開発。
がんリスク・スクリーニング検査である「SalivaChecker®」が誕生。
消化器外科医の代表の想いと、科学的根拠のあるリスク評価です。

検査の流れ
3. だ液を採取

検査結果

4. 採取当日に
　　ポストに投函

5. 検査結果の
　 確認

検査手順の
ご紹介

2. 検査キットが
 自宅に届く

採取キット提出期限：キット発送から３ヶ月
※期限内にご提出いただけない場合は、検査結果をお返しすることができません。

よりお申込みの方

検査料 ： 24,200 円（税込）
お申し込みは
こちらから

※医師による診断に代わるものではありません

1. 検査の
　お申込み

オンライン相談・電話相談 検査結果にご不安・ご相談があった場合、ご利用いただけます。また相談
できる医療機関をサリバテック社のホームページで公開しています。

Q&A
だ液によるがんリスク検査（SalivaChecker）は
　必ずがんを発見できますか？

現在がんや他の病気で治療中ですが検査を
　受診できますか？

SalivaChecker を受ければ
　他のがん検査は受けなくても良いですか？

本検査は、がんを診断するためのもの
ではなく、だ液を採取した時点でのが
んのリスクを調べる検査です。高いリ
スク値が出てがんの発見につながる場
合もある一方で、リスク値が低い場合
でもがんがある可能性もあります。必
ずがんを発見できるというものではあ
りません。リスク値が高い場合には、
検査を受けた医療機関にご相談いただ
くことをお勧めします。

本検査を受診することはできます。た
だし下記の方はリスクに影響が出る可
能性があります。
・がん治療中、治療後半年以内の方
・リウマチの炎症活動期の方
・妊娠中、授乳中の方
・身体に炎症がある方（怪我や火傷など
身体に熱を持って痛みがある、風邪を
ひいているなど）
上記の方は、症状が落ち着き次第また
は完治後に受診をお勧めします。

本検査はだ液を採取した時点でのがん
のリスクを調べる検査です。各検査に
は長所と短所があり、互いに補い合っ
ています。また本検査は他の検査同様、
偽陽性（本当はがんに罹患していない
のに検査で陽性になること）・偽陰性（本
当はがんに罹患しているのに検査で陰
性になること）となる症例を含んでい
ます。サリバチェッカーと他の検査を
併用することで、がんを見つけ出せる
可能性は高くなります。
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検査の流れ よくあるご質問はこちらよりご確認ください。 https://salivatech.co.jp/faq/

M E P南青山

https://www.salivachecker.com/?campaigncd=231107




